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（1）

<m.事智〉

1.智慧によって有に住しない道智(shespassridlamignaspa'ilamshes)
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智慧(prajfia,shespa)によって有(bhava,sridpa)に住しない

[AAI-10a]

ということに対して，
（2）

根本事(gzhi)の世俗に依拠して有の辺(sridmtha')を断ずる証得の類に
（3）

属する大乗の聖者の智それが，智慧によって有に住しない道智の定義である。
（4）

それと声聞道を知る道智は同一のものである。
（5）

それを区別すれば，声聞の証得(nyanthoskyirtogs)の類に属する大乗の

見道，修道，無学道の三つがある。

［有に住しない道智が存在する］地の範囲は，大乗の見道から仏地までであ

る。

2．悲によって寂静に住しない道智(snyinrjeszhilamignaspa'ilamshes)

悲(krpa,snyinrje)によって寂静(Sama,zhiba)に住しない

[AAI-10b]

ということに対･して，

根本事の世俗に依拠して寂静の辺(zhimtha')を断ずる証得の類に属する
（6）

大乗の聖者の智それが，悲によって寂静に住しない道智の定義である。それと

殊勝な方便(thabskhyadpar)を有した証得の類に属する大乗の聖者の智は

同一のものである。
（7）

それを区別すれば，大乗の証得の類に属する大乗の見道，修道，無学道の三

つがある。

［寂静に住しない道智の存在する］地の範囲は，大乗の見道から仏地までで

ある。
（8）

3．果なる母に遠い事智('brasyumlaringba'igzhishes)

無方便(anupaya,thabsmayinpa)によって遠い[AAI-10c]

ということに対して，
（9）（10

事智なるものであって，大悲(snymgrjechenpo)と離れて諦執(bden

'dzin)に縛られているものそれが，果なる母に遠い事智の定義である。それ
（l]）

と所対治分の事智は同一のものである。
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［母に遠い事智が存在する］地の範囲は，小乗の見道から小乗の無学道まで

である。

4．果なる母に近い事智('brasyumlanyeba'igzhishes)

方便(upaya,thabs)によって遠くないこと[AAI-lOd]

ということに対して，

小乗の証得の類に属する大乗の聖者の相続の智なるものであって，大悲と空

性を証得する智慧によって把握されたものそれが，果なる母に近い事智の定義
（12

である。それと能対治分の事智は同一のものである。

［母に近い事智が存在する］地の範囲は，大乗の見道から仏地までである。

5．所対治分の事智(mimthunphyogskyigzhishes)

所対治(vipak5a,mimthun)[AAI-lla]

という箇所において，

事智なるものであって，殊勝な方便と智慧の二つを離れているものそれが，

所対治分の事智の定義である。それと小乗の聖者の相続の諦執に縛られている

事智は同一のものである。

［所対治分の事智の存在する］地の範囲は，小乗の見道から小乗の無学道ま

でである。

6．能対治分の事智(gnyenpo'iphyogskyigzhishes)

能対治分(pratipak8a,gnyenpo'iphyogs)と[AAI-lla]

という箇所において，

小乗の証得の類に属する大乗の聖者の相続の智なるものであって，殊勝な方
（13

便と智慧の二つによって把握されたものそれが，能対治分の事智の定義である。

それと大乗の聖者の相続の事智は同一のものである。

［能対治分の事智の存在する］地の範囲は，大乗の見道から仏地までである。
（14）

7．菩薩の加行(byangsemskyisbyorba)

加行(prayoga,sbyorba)と[AAI-llb]

という箇所において，

根本事である世俗の真相(sdodlugs)の自性(ngobo)と属性(khyad
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par)を顛倒して執すること(phyincilogtuzhenpa)と勝義の真相の自性と

属性を顛倒して執することの能対治として修する菩薩の琉伽行それが，事智の
（13

箇所で説かれる菩薩の加行の定義である。
（10

それを区別すれば,(1)特質ある事物(khyadgzhi)である色などに対する諦

執(bdenzhen)を遮する加行、2)特質(khyadchos)である無常などに対す

る諦執を遮する加行，(3)功徳の所依(yontangyirten)として未円満と円満

に対する諦執を遮する加行，(4)諦執がないこと(bdenparchagspamedpa

nyid)に住することによって諦執の行(bdenzhengyispyodpa)を遮する加

行，(5)行為の対象(lassubyaba)･作者(byedpapo)・所作(byaba)であ

る果の三つに対する諦執を遮することの不変な加行，(6)勝義として作者は無で

あることに対する諦執を遮する加行，(7)所期の困難さ(cheddubyadka'

ba)･加行の実行の困難さ(sbyorbabyadka'ba)･作事の困難さ(lasbya

dka'ba)の三つに対する諦執を遮する加行,(8)所応のままに得られる果があ

ることに対する諦執を遮する加行，(9)他に依拠することがないこと(gzhanla

raglaspamedpa)に対する諦執を遮する加行､10能立(shesby")と職え
(dpe)によって七種の顕現に対する諦執を遮する加行の十がある。

色などに対する，それの無常などに対する，それの不円満と円満に対

する，それの無執着に対する行［の諦執］を遮することから，加行が

ある。またそれ（加行）は，不変異，作者でないこと，三種の難事の

加行であり，所応のごとくに果を獲得することに無効でないと認めら

れる。そして他に依らないもの，七種の顕現による能立と［が加行で

ある]｡[AAm-8-10ab]

と説かれているからである。

［菩薩の加行の存在する］地の範囲は，大乗の資糧道から相続の究寛までで

ある。

［上記の中で］所期の困難さは，果である相智を勝義としての所期(don

damparcheddubyaba)であると認識せずに言説としての所期(snyaddu

cheddubyaba)であると証得することの困難さである。加行の実行の困難さ
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は，因である道智を勝義として［の加行であると］認識せずに言説としての相

智の因の加行であると証得することの困難さである。作事の困難さは，事智を

勝義として［の作事であると］認識せずに言説としての他の所化に応じた方便

の行を有したものであると証得することの困難さである。

七種の顕現の能立と瞼えが［次のように］立てられる。これら有漏の所依

(zagpadangbcaspa'irten)と結合したものは諦としては無である。(1)貧の習

気(mngonzhengyibagchags)が転変して顕現したものにすぎないからで

ある。瞼えば，夢(rmilam)の如くである。同じ<,主題(choscan,有法）
（13

と所立(bsalba)が等しくて,(2)因と縁(rgyurkyen)の二つが集まって顕

現したものであるからである。瞼えば，幻術(sgyuma)の如くである。(3)諦

として存在することと違逆して顕現したものであるからである。職えば，陽炎

(smigrgyu)の如くである。(4)縁に依拠して顕現したものであるからである。

啼えば，こだま(sgrabrnyan)の如くである。(5)習気(bagchags)を置くあ

り方で増長せずに顕現したものであるからである。嶮えば，影像(gzugs

brnyan)の如くである。(6)諦として成立する所依無く顕現したものであるか

らである。瞼えば，ガンダルバ城(driza'igrOngkh/r)の如くである。(7)作

者が諦として成立せずに顕現したものであるからである。瞼えば，変化

(sprulpa)の如くである。
⑲

8．菩薩の加行の平等性(byangsemskyisbyorba'imnyamnyid)

それの平等性(samata,mnyamnyid)[AA1-llb]

という箇所において，
”

事物の区別(dbyeba)と能相(mtshan)･所相(mtshon)と境(yul)・有
咽1）

境(yulcan)に対する諦執を遮する智慧によって把握された菩薩の琉伽行そ

れが，事智の箇所で説かれる菩薩の加行の平等性の定義である。

区別すれば，色なと曇の自性に対して諦としての思惟がない(bdenparrlom

pamedpa)加行の平等性，それの能相・所相に対して諦としての思惟がない

加行の平等性，それの区別に対して諦としての思惟がない加行の平等性，それ

の境・有境に対して諦としての思惟がない加行の平等性の四つがある。
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それ（加行）の平等性は色など［の自性と相と区別と有境］に対して

四種の思惟しないことである[AAm-10cd]

と説かれているからである。

［菩薩の加行の平等性の存在する］地の範囲は，大乗の資糧道から相続の究

寛までである。
“

9．大乗の見道(thegchengyimthonglam)

声聞などの見道(dmmarga,mthongba'ilam)というのが一切智者

性であると認められる。[AAI-llcd]

という箇所において，

この箇所で［言葉で］直接説かれる離戯論(sprosbral)を現証する諦現観
⑬

それが，この箇所で［言葉で］直接説かれる大乗の見道の定義である。

それを区別すれば，この箇所で［言葉で］直接説かれる大乗の見道の智と忍

の十六刹那がある，すなわち凹諦それぞれに対する法智忍(chosshespa'i

bzodpa)と法智(chosshespa)と類智忍(rjessushespa'ibzodpa)と類
例

智(rjessushespa)との四つがある。

苦などの諦に対する法智・類智の忍・智の［十六］刹那を本性とする

これが一切智者性の方軌における見道である。[AAm-11]

と説かれているからである。

［大乗の見道の存在する］地の範囲は，大乗の見道だけである。

〈Ⅳ．相等覚加行〉
四

1.能対治分の智の行相(gnyenpophyogskyishesmam)

行相（豆kara,rnampa)[AAI-12a]

という箇所において，

［能対治分］自らの所対治分を断ずることができる智それが，この箇所で説

かれる能対治分の智の行相の定義である。

それを区別すれば，事智の智の行相，道智の智の行相，相智の智の行相の三

つがある。
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行相とは，根本事(vastu)を知る［智慧の］様相であるというのが

［ここでの行相の］定義である。一切智者性は三種であるからそれら

［行相］も三種だけであると認められる。[AAN-1]

と説かれているからである。

事智の智の行相を区別すれば，二十七ある。無相(medpa'imampa)乃至

不動相(migYoba'irnampa)の中，最初の三諦において四つずつ，道諦に
“

依拠した事智の智の行相には十五あるからである。

［事智の行相は般若波羅蜜の］無の行相乃至不動の行相［の二十七］

であり，それらは［最初の三］諦に対して［それぞれ］四つあり，道

［諦］には十五あると考えられる。

[AAW-2]

と説かれているからである。

道智の智の行相を区別すれば，三十六ある。因である集・道諦，果である

苦・滅諦に依拠した道智の智の行相は順次，八と七と五と十六種あると認めら
剛

れるからである。

［道智の行相は］因（集）と道と苦と減［の諦］におけるものであり，

それらは順次に，八と七と五と十六とであると説き明かされる。

[AAW-3]

と説かれているからである。

相智の智の行相には百十ある。声聞に存するものに随順する相智の智の行相

が三十七，菩薩に存するものに随順する相智の智の行相が三十四，不共なるも

のの相智の智の行相は三十九あるからである。

［相智の行相は］念処を初めとし仏位の行相を終わりとするが，道諦

に随順して［声聞・菩薩・仏陀の］三つの一切智に分類することによ

って，それら（行相）は弟子たち，菩薩たち，仏陀たちに関して，順

次に，三十七，三十四，三十九であると認められる。[AAIV-4～5]

と説かれているからである。
四

声聞に存するものに随順する相智の智の行相は三十七ある。仏聖者の相続の
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事物を証得する道における四念処，精進から生ずる道における四正断，三昧を

完全に修する道における四神足，現観加行(mngonparrtogsparsbyorba)

の道における五根，現観と結合した道における五力，現観道における七覚支，

出離道における八支聖道があるからである。四念処がある。身念処，受念処，
四

心念処，法念処があるからである。四正断がある。未生の不善を生じさせない

正断，已生［の不善］を断ずる正断，未生の善を生じさせる正断，已生の善を

増大させる正断があるからである。四神足がある。欲神足，精進神足，心神足，

思惟神足の四つがあるからである。五根がある。信根，勤根，念根，定根，慧

根があるからである。五力がある。信力，勤力，念力，定力，慧力があるから

である。七覚支がある。念覚支，撰法覚支，精進覚支，喜覚支，軽安覚支，定

覚支，捨覚支があるからである。八支聖道がある。正見，正思惟，正語，正業，

正命，正精進，正念，正定の聖道支があるからである。

菩薩に存するものに随順する相智の智の行相は三十四ある。仏陀たる聖者の

相続の三つの対治道(gnyenpo'ilam),三つの化作道(sprulpa'ilam),五つ

の現法に安住する道(mthongchoslabdergnaskyilam),九の出世間道

('jigrtenlas'daspa'ilam),断道(sponglam)の外的な同類のものの四つ，

十の仏陀たることの道(sangsrgyasnyidkyilam)があるからである。三つ

の対治道がある。［空・無相・無願の］三解脱門の三行相があるからである。

三つの化作道がある。有色の色を観ずる解脱(gzugscangzugslaltaba'i

mamthar),無色の色を観ずる解脱(gzugsmedgzugslaltaba'i-),障害を

断ずる浄解脱(gegsselsdugpa'i-)があるからである。現法に安住する五

つの道がある。今生に安住する道(tshe'dilabdebargnaspa'ilam)は無色
“

の凹定と減解脱('gogpa'irnamthar)があるからである。出世間道の語によ

って語られる類には九ある。聖者の相続の静盧の四等至，四無色定，滅尽定が

あるからである。四つの断道がある。法忍である無間道の行相で，対境である

四諦によって摂せられた有境の，雑染を有しない四つの特質があるからである。

十の仏陀たることの道がある。布施などの六波羅蜜と方便・力・願・智波羅蜜

との十があるからである。
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不共の相智の智の行相は三十九ある。十力，四無畏，四無磯解，十八不共仏

法，真如の行相，自在者(rangbyung)の行相，仏陀たること(sangsrgyas

nyid)の行相があるからである。十力がある。処非処智力，業異熟智力，種々

勝解智力，種々界智力，根上下智力，至処道智力，雑染清浄智力，宿住随念智

力，死生智力，漏尽智力があるからである。四無畏がある。自利である断じた

ことの確信に対する無畏（漏永尽無畏）と証得したことの確信に対する無畏（正

等覚無畏)，利他である所断の確信に対する無畏（説障法無畏）と能対治の確信

に対する無畏（説出道無畏）があるからである。四つの無礒解がある。法無磯
G1）

解，義無磯解，訶無礒解，弁無磯解があるからである。十八の不共仏法がある。
“

身の振る舞いに過失がない，荒々しく語ることがない，念を失することがない，

心が平静でないことがない，種々性の想がない，非決択の捨がない，［以上が］

共通でない振る舞い(spyodpama'drespa)の六つである。欲を失すること

がない，精進を失することがない，念を失することがない，定を失することが

ない，智慧を失することがない，解脱を失することがない，［以上が］共通で

ない証得(rtogspama'drespa)の六つである。身業(sku'iphrinlas)は智

を先として智に随行する，語業(gsunggiphrinlas)は智を先として智に随

行する，意業(thugskyiphrinlas)は智を先として智に随行する,[以上が］

共通でない業(phrinlasma'drespa)の三つである。過去に対して無著無礒

の智(machagsmathogspa'iyeshes),未来に対して無著無磯の智，現在に

対して無著無磯の智，［以上の］共通でない智(yeshesma'drespa)の三つ

があるからである。
“

［相智の智の行相の存在する］地の範囲は，仏地だけである。
“

2．主な加行(gtsobosbyorba)

加行(prayoga,sbyorba)と[AAI-12a]

という箇所において，

この箇所において［言葉で］直接説かれる空性を対象とする止観双運の智慧

(zhilhagzung'brelgyishesrab)によって把握された菩薩の玲伽行それが，

この箇所で［言葉で］直接説かれる主な加行の定義である。
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それを区別すれば，色などに住しない加行，住することを遮する加行，甚深

の加行(zabpa'isbyorba),難解の加行(gtingdpagdka'ba'i-),無量の加

行(tshadmedpa'i-),授記を得る加行(lungbstanthobpa'i-),不退の加

行(phyirmildogpanyidkyi-),出離の加行(ngespar'byungba'i-),無

間の加行(barchadmedpa'i-),菩提に近い加行(byangchublanye

ba'i-),速やかに成仏する加行(myurbar'tshangrgyaba'i-),利他の加行

(gzhandongyi-),勝義として不増不減であると証得する加行(dondam

par'phelmed'gribmeddurtogspa'i-),勝義として法不法などを見ない加

行(dondamparchosdangchosminsogsmimthongba'i-),色などを不可

思議であると見ない加行(gzugssogsbsammikhyabmimthongba'i-),そ

の色などの能相と所相の自性を諦として分別しない加行，果なる宝を布施する

加行('brasburinchensbyinbyedkyi-),清浄の加行(rnampardagpa'i

－)，地の限界の加行(samtsharnskyi-)の十九があるからである。

それ（加行）は，色などに住しないことから，それら［色など］に対

する［不住の］加行［の諦執］を遮することから，そ［の色など］の

真如の甚深なことから，それら［色など］は難解であることから，そ

［の色など］の無量なことから，長時の困苦の後に覚ることから，授

記に対して，不退に対して，出離に対して，無間に対して，菩提に近

いことに対して，速いことに対して，利他に対して，不増不減という

ことから，法・非法などを見ないことに対して，そして色など不可思

議なものを見ないことに対して［あり]，そして，色などとその因相

とその自性を分別しないもの，果なる宝を付与するもの，清浄なもの，

限界のあるものとである。[AAW-8～11]

と説かれているからである。

［主な加行の存在する］地の範囲は，大乗の加行道の暖から相続の究寛まで

である。
田

3．大乗の加行の功徳(thegchengyisbyorba'iyontan)

功徳(guna,yontan)[AAI-12b]
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という箇所において，

［功徳］自らを獲得する方便となった大乗の加行を修することによって得ら

れた功徳それが，大乗の加行の功徳の定義である。

それを区別すれば，加行を修することによって魔の力を制伏するという功徳

(bdudkyimthubcompa'iyontan),仏陀が心を向け知るという功徳(sangs

rgyaskyisdgongsshingmkhyenpa'i-),仏陀が現前化するという功徳

(sangsrgyaskyismngonsumdumdzadpa'i-),正等覚と近くなるという功

徳(rdzogspa'ibyangchubdangnyeba'gyurba'i-),大利益・大果・大功
“

徳・大異熟などの功徳(doncheba'brasbuchebaphanyonchebarnarn

parsminpachebasogskyi-),国土を分析するという功徳(yulspyad

pa'i_),一切の無漏の功徳を円満するという功徳(zagmedkyiyontan

thamscadrdzogspa'i-),[法を］語る者となるという功徳(smraba'iskyes

bunyiddu'gyurba'i-),所対治によって壊されないという功徳(mimthun

phyogskyismiphyedpa'i-),不共の善根として生ずるという功徳(dge

ba'irtsabathunmongmayinparskyepa'i-),誓いの目的を如実に成就す

るという功徳(dambcaspa'idonjiltababzhindusgrubpa'i-),広大な果

を摂取するという功徳('brasburgyachenpoyongssu'dzinpa'i-),有情

利益を成就するという功徳(semscangyidonsgrubpa'i-),母を決定して

獲得するという功徳(yumngespar'thobpa'i-)の十四あるからである。

［加行の］功徳は魔たちの力の制伏などの十四種である。

[AAW-12ab]

と説かれているからである。

［加行の功徳の存在する］地の範囲は，大乗の資糧道から仏地までである。
㈱

4．加行の過失(sbyorba'iskyon)

過失(doSa,skyon)は[AAI-l2b]

という箇所において，

加行が生ずる，住する，加行が円満することのいずれかに対して障害となる

邪魔(bdudlas)それが，加行の過失の定義である。
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それを区別すれば，大きな困難を伴って獲得すること(tshegschenpos

thobpa)乃至不如理の対象を願うことが生ずること(yuljiltababzhinma
“

yinpardga'babskyedpa)の四十六ある。加行の自身の逆縁('galrkyen)

に依拠したものが二十，自他のいずれかに依拠した順縁(mthunrkyen)の不

完全なものが二十三，他者の逆縁に依拠したものが三つあるからである。

［加行の］過失は十の四つと六であると了解すべきである。

[AAW-12cd]

と説かれているからである。

［加行の過失の存在する］地の範囲は，道に入っていない(lammazhugs)

ところから第七地までである。
C9

5．道の般若波羅蜜の玲伽行(lamsherphyingyirnal'byor)

相(laksana,mtshannyid)と[AAI-12c]

という箇所において，

［道］自らの獲得対象となった果の般若波羅蜜('brasbusherphyin)を獲

得する方便となった止観双運によって把握された菩薩の琉伽行それが，道の般

若波羅蜜の琉伽行の定義である。

それを区別すれば，智の相(shesmtshan),殊勝の相(khyadmtshan),作
“

用の相(byedmtshan),自性の相(ngobonyidmtshan)の四つがある。

「加行を］特質づける，その相が知られるべきである。それは智と殊

勝と作用の三種である。そして［その相によって］特質づけられる自

性が［知られるべきである｡][AAw-13]

と説かれているからである。

［道の般若波羅蜜の琉伽行の存在する］地の範囲は，大乗の資糧道から相続

の究寛までである。
仙

6．大乗の順解脱分(thegchengyitharpachamthun)

順解脱分(moksabhag丁ya,tharpa'ichadangmthunpa)と

[AAI-12c]

という箇所において，
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相智自らを相続に成就することに熟達した菩薩の相続の法現観(chos
⑫

mngonrtogs)それが，この箇所で［言葉で］直接説かれる大乗の順解脱分の

定義である。

それを区別すれば，この箇所で［言葉で］直接説かれる大乗の順解脱分は，
卿

下，中，上品の三つがある。

［大乗の順解脱分の存在する］地の範囲は，大乗の資糧道だけである。
“

7．大乗の順決択分(thegchengyingeJbyedchamthun)

順決択分(nirvedhabhagrya,ngesparbyedpa'ichadangmthunpa)

[AAI-12c]

という箇所において，
㈱ “

主に方便分によって殊別された大乗の義現観それが，この箇所で［言葉で］

直接説かれる大乗の順決択分の定義である。
仰

それを区別すれば，ここで説かれる大乗の加行道である媛など四つがある。

［大乗の順決択分の存在する］地の範囲は，大乗の加行道だけである。

8．不退の徴相を得た菩薩衆(phyirmildogpa'irtagsthobpa'ibyangsems
咽

1．－1ｿ1、

KylUgeClunノ

有学の不退の衆(avaivartikagana,phyirmildogpa'itshogs)

[AAI-12d]

という箇所において，

色などに対する諦執の現行(bdenzhenmngon'gyurba)を遠離する(ldog

pa)などの四十四の徴相(rtags)のいずれかを獲得した菩薩それが，不退の

徴相を得た菩薩衆の定義である。

それを区別すれば，加行道の者であって不退の徴相を得た［菩薩］衆，見道

の者であって不退の徴相を得た［菩薩］衆，修道の者であって不退の徴相を得
い

た［菩薩］衆の三つがあるからである。

色などからの遠離などの二十種の徴相が語られることによって，順決

択分に住した［利根の有情の］この不退の相がある。

[AAW-38～39]
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と説かれているからである。

［不退の徴相を得た菩薩衆の存在する］地の範囲は，大乗の加行道の媛から

相続の究寛までである。
“

9．有と寂静の平等性の加行(sridzhimnyamnyidkyisbyorba)

有と寂静の平等性(bhavaSantisamata,sriddangzhibamnyam

nyid)[AAI-13a]

という箇所において，

有と寂静を諦空として現証する智慧によって把握されることによって後得の

階位(rjesthobkyignasskabs)において諦執(bden'dzin)が現行する機会

を完全に断ずる清浄地の琉伽行(dagsa'irnal'byor)それが，有と寂静の平

等性の加行の定義である。
61）

それを区別すれば，空性を現証する三つの清浄地の三つの智がある。

［有と寂静の平等性の加行の存在する］地の範囲は，三つの清浄地である。
画

10.国土清浄の加行(zhingdagsbyorba)

無上の国土清浄(kSetraSuddhi,zhingdag)[AAI-13b]

という箇所において，

自分が成仏するであろう(sangsrgyas'gyur)その特別な国土(zhinkhyad

parcan)を成就する誓願などの善根(smonlamlasogspa'idgeba'irtsaba)

を自らの相続において可能にする力を有した者となる清浄地の玲伽行それが，

国士清浄の加行の定義である。

それを区別すれば，空性を現証する三つの清浄地の三つの智である。

［国士清浄の加行の存在する］地の範囲は，三つの清浄地である。
園

11．方便善巧の加行(thabsmkhassbyorba)

そして方便善巧(upayakauSalya,thabsmkhas),これが

[AAI-13d]

という中，

粗大な努力('badrtsolragspa)を静めることにより行為を無功用に成就す

る(lhungyigrubpa)清浄地の琉伽行それが，方便善巧の加行の定義である。
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それを区別すれば，(1)四つの魔(bdud)を凌駕する方便善巧加行,(2)勝義

に住せず世俗(thasnyad,言説）に住する方便善巧加行､3)利他が以前の誓願

の力によって引発させられる方便善巧加行，(4)不共なる方便善巧加行，(5)一切

法諦無自性の方便善巧加行，(6)諦として不可得の方便善巧加行、7)無相の方便

善巧加行，(8)無願の方便善巧加行，(9)不退の徴相による方便善巧加行，（10無量

の方便善巧加行の十がある。

対境とそれの加行は，敵を凌駕すること，住しないこと，引発のまま

であること，不共なる相，執着しないこと，了得しないこと，因相と

願の滅尽，それ（不退転）の徴相，無量であることの十種であり，［そ

れらが］方便善巧［加行］である。［“Ⅳ-62～63］

と説かれているからである。

［方便善巧の加行の存在する］地の範囲は，三つの清浄地である。

54

<V.頂加行〉
田

1.媛頂加行(drodrtsesbyOr)

それの徴相(linga,rtags)と[AAI-14a]

という箇所において，
田

頂加行を獲得する十二の徴相のいずれかを獲得した大乗の最初の順決択分そ

れが，媛頂加行の定義である。

それを区別すれば，媛頂加行の下・中・上品の三つがある。

［媛頂加行の存在する］地の範囲は，大乗の加行道の媛だけである。
剛

2．頂頂加行(rtsemo'irtsesbyor)

増大(vivrddhi,rnampar'phelba)と[AAI-14a]

という箇所において，

三千［大千世界］の有情［の数］と等しい仏陀を讃嘆することよりも一層功
“

徳を増大する十六を獲得する大乗の二番目の順決択分それが，頂頂加行の定義

である。

それを区別すれば，頂頂加行の下・中・上品の三つがある。
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［頂頂加行の存在する］地の範囲は，［大乗の加行道の］頂だけである。
”

3．忍頂加行(bzodpa'irtsesbyor)

堅固さ(nirUdhi,ngesparbrtanpa)と[AAI-14b]

という箇所において，

三智に完全に随順する智慧と利他に対して不変な堅固さを獲得する大乗の三

番目の順決択分それが，忍頂加行の定義である。

それを区別すれば，忍頂加行の下・中・上品の三つがある。

［忍頂加行の存在する］地の範囲は，［大乗の加行道の］忍だけである。
“

4．世第一法頂加行(chosmchoggirtsesbyor)

心安住(cittasamsthiti,semskundugnaspa)と[AAI-14b]

という箇所において，

［世第一法］自らの果となる大乗の見道を生ずる能力が熟する分によって究

寛の三昧(tingnge'dsinmtha'1as'daspa)に心が安住することを獲得する

大乗の四番目の順決択分それが，世第一法頂加行の定義である。

それを区別すれば，世第一法頂加行の下・中・上品の三つがある。

［世第一法頂加行の存在する］地の範囲は，［大乗の加行道の］世第一法だ

けである。
61）

5．見道頂加行(mthonglamrtsesbyor)

見というもの(darSanakhya,mthongzhesbya)と[AAI-14c]

という箇所において，

見所断(mthongspang)の分別の種子の体(rtogpa'isabongyidngos)

を対治する類に属する大乗の諦現観それが，見道頂加行の定義である。
“

それを区別すれば，大乗の見道の根本と後得(mnyamrjes)の二つがある。

［見道頂加行の存在する］地の範囲は，大乗の見道だけである。

6．修道頂加行(sgomlamrtsesbyor)

修という道(bhavanakhya-pratipatti,sgompazhesbyaba'ilam)

はそれぞれに四種の分別の四種の能対治と[AAI-14d,15ab]

という箇所において，

89（あ）



修所断(sgomspang)の分別の種子の体を対治する類に属する大乗の随現

観それが，修道頂加行の定義である。

それを区別すれば，下下品など九つがある。

［修道頂加行の存在する］地の範囲は，［大乗の］修道だけである。
㈱

7．無間頂加行(barchadmedpa,irtsesbyOr)

無間三昧(anantaryasamadhi,barchadmedpa'itingnge'dzin)と

[AAI-15c]

という箇所において，

三智を摂して修する大乗の資糧道から転成した(rabtugyurpa)智慧によ

って把握された究寛の菩薩の琉伽行(semsdpa'irnal'byormtharthug)であ

り，［無間三昧]・自身の果となる相智を直接生じさせるものそれが，無間頂加

行の定義である。

それと相続の究寛の智(rgyunmtha'iyeshes)とは同一のものである。
“

8．誤認(logsgrub)

誤認(vipratipatti,logparrtogpa)とが頂現観である

[AAI-15d,16a]

という箇所において，

ここに説かれる二諦を一つの本質にまとめることは不合理であると捉えるこ

との種子(sabon)と現行(mngongyurba)のいずれかに摂せられるものそ

れが，ここで説かれ明らかにされるべき誤認の定義である。

それを区別すれば,(1)所縁が合理であること(dmigspa'thadpa)に対して

誤認すること，(2)所縁の本性(dmigspa'ingobonyid)を定立することに対

して誤認すること，(3)一切相智者性の智(rnampathan,scadrnkhyenpa

nyidkyiyeshes)に対して誤認すること,(4)二諦(bdenpagnyis)に対して

誤認すること，(5)加行(sbyorba)に対して誤認すること,(6)(7)(8)[仏・

法・僧の］三宝(dkonmchoggsum)に対して誤認すること,(9)方便善巧

(thabSmkhas)に対して誤認すること,(10牟尼の現観(thubpa'imngon

rtOgs)に対して誤認すること,(11)顛倒(phyincilog)に対して誤認すること，
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⑫道(lam)に対して誤認すること,(13(14所対治と能対治(mimthunphyogs

danggnyenpo)に対して誤認すること,(13法相(choskyimtshannyid)に

対して誤認すること，（10修習(sgompa)に対して誤認することの十六がある‘

論難者たちの誤認は，正しい所縁，その［所縁の］自性の決定，一切

相智者性の智，勝義と世俗，加行，［仏・法・僧の］三宝，方便，牟

尼の正観顛倒，道，能対治，所対治，［自・共］相，修習に対する

十六であり，一切相智者性を所依とするものであると考えられる。

[AAV-40～42]

と説かれているからである。

［誤認の存在する］地の範囲は，道に入っていないところから第七地までで

ある。

㈱

〈Ⅵ．次第加行〉

1.布施波羅蜜次第加行(sbyinpa'ipharphyingyimthargyissbyorba)~

13.無自性次第加行(dngosmedngobonyid-)

次第のもの(anupnrvika,mthargyis)は三種と十種である

[AAI-16ab]

という箇所において，

次第加行はその能表の法(mtshonbyedkyichos)に十三ある。布施波羅蜜

次第加行(sbyinpa'ipharphyingyimthargyissbyorba)乃至般若波羅蜜次

第加行(shesrabkyi-)の六つ，仏随念次第加行(sangsrgyasrjessudran

pa'i-),法随念次第加行(chos-),僧随念次第加行(dge'dun-),戒随念

次第加行(tshulkhrims-),施随念次第加行(gtongba-),天随念次第加行

(lha-),無自性次第加行(dngosmedngobonyid-)とがあるからである。

かの次第［加］行は，布施乃至般若［の六波羅蜜]，仏陀などに対す

る念（六随念)，法の無自性とによって［十三であると］考えられる。

[AAVI-1]

と説かれているからである。
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［次第加行の存在する］地の範囲は，大乗の資糧道から相続の究寛の前まで

である。

陥り

〈Ⅷ一刹那加行〉

一刹那加行(skadcigma'isbyorba)

一刹那現等覚(ekakSanabhisambodha,skadcigmagciggismngon

rdzogsbyangchubpa)は相に四種ある[AAI-16bcd]

という箇所において，

1.不異熟の一刹那加行(mamparsminpamayinpa'iskadcigma'isbyor

l、

Daノ

所作成就(byardzogs)の刹那の短い中で無漏の不異熟の一つの法が現行す

るとき，それと同類のものをも現行する智慧に把握されることによって所知障

(shessgrib)なるものを対治することになる菩薩の琉伽行それが，不異熟の

一刹那加行の定義である。

2．異熟の一刹那加行(rnamparsminpa'iskadcigma'isbyorba)

所作成就の刹那の短い中で無漏の異熟の一つの法が現行するとき，それと同

類のものをも現行する智慧に把握されることによって所知障なるものを対治す

ることになる菩薩の琉伽行それが，異熟の一刹那加行の定義である。

3．無相の一刹那加行(mtshannyidmedpa'iskadcigma'isbyorba)

空性を現証する智慧に把握されることによって所知障なるものを対治するこ

とになる菩薩の琉伽行それが，無相の一刹那加行の定義である。

4．不二の一刹那加行(gnyissumedpa'iskadcigma'isbyorba)

所取・能取は別な実体として空であると現証する智慧に把握されることによ

って所知障なるものを対治することになる菩薩の琉伽行それが，不二の一刹那

加行の定義である。
m

それら四つが［一刹那に認められるのは］肯定的遍充(yinkhyabmnyam)

であるからである。

［一刹那加行の存在する］地の範囲は，相続の究寛だけである。
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“

〈Ⅷ法身〉

1.自性身(ngobonyidsku)

自性の(svabhavika,ngobonyid)と[AAI-17a]

という箇所において，

二つの清浄を有した究寛の界(dbyingsmtharthug)それが，自性身の定義

である。

それを区別すれば，自性(rangbzhin)が清浄分(rnamdaggichar)とな

った自性身と客塵(blobur)が清浄分となった自性身の二つがある。

［自性身の存在する］地の範囲は，仏地だけである。

2．受用身(lOngssku)

受用の(s3mbhoga,longsrdzogs)と[AAI-17a]

という箇所において，

五決定(ngespalnga)を有した色身の究寛したもの(gzugsskumthar

thug)それが，受用身の定義である。

五決定とは，処決定(gnasngespa)は色究寛天('ogmin)だけに住する

ことであり，身決定(skungespa)は完全に円満した相好(mtshandpe)に

よって飾られることであり，輪決定('khorngespa)はすべての菩薩聖者た

ちによって取り巻かれることであり，法決定(chosngespa)は大乗の法

(thegchengyichos)だけを説くことであり，時決定(dusngespa)は輪廻

の限り不空(mastong)の中に住することである。

［受用身の存在する］地の範囲は，仏地だけである。

3．変化身(sprulsku)

さらに別な変化の(nairm"ika,sprulpa)と[AAI-17b]

という箇所において，

五決定を有せずに顕了した完全な究寛の色身それが，変化身の定義である。

それを区別すれば，事変化身(bzobosprulsku),生変化身(skyeba

sprulsku),勝変化身(mchoggisprulsku)の三つがある。

［変化身の存在する］地の範囲は，仏地だけである。
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4．智法身(yesheschossku)

作用を有した法身(sakartradharmakaya,chosskumdzadpadang

bcaspa)が四種として語られる。[AA1-17cd]

という箇所において，
倒

如所有(jiltaba)と尽所有(jisnyedpa)に関して観察する究寛の智それ

が，智法身の定義である。

それを区別すれば，仏地の無漏智(zagmedyeshes)の集まり二十一があ

る。

［智法身の存在する］地の範囲は，仏地だけである。
、

自らの相続となる智法身たる増上縁(bdagrkyen)になったものから生じ

た白法の功徳(rnamdkarkyiyontan)それが，智法身の作用の定義である。

それを区別すれば，所作(byaba)たる対境に存する作用('phrinlas)と

能作者(byedpapo)に存する作用の二つがあって，最初のものは所化の相続

(gdulbya'irgyud)の善の如くであり，二番目のものは仏陀聖者自らの相続

(sangsrgyaJphagsrangrgyud)に摂せられる善の如きものに対して言われ

る。
『l）

それを細かく分類すれば，作用は二十七ある。

［作用の存在する］地の範囲は，道に入っていないときから仏地までである。

結語(sdomtshig)
⑫

七十義の結論は，十と十一と九と十一と八と十三と四と四である。

／ﾉ圭湧、
、フ直／

註

(1)事智は無我の智慧によって把握された智であって声聞・独覚の証得の類に属する

ものであるが，『現観荘厳論』の事智の章で言葉で直接に説かれるものは菩薩の修

習すべきものであり，菩薩の智である場合が多い。その場合，声聞・独覚に属する

事智は，そこに説かれている菩薩の智に相反するものとして間接的に説示されてい

ると考えるのである。夕ルマリンチェンは，事智は菩薩の道智の支分として解説さ

れることを述べる。また，科文において「道智を清浄にする支分である事智」とも
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呼ぶ。拙著pp.132-137,335参照。

（2）根本事とは二諦や四諦十六行相などのことで，ここでは言語表現された勝義の世

俗諦に関している。しかし瀬・処。界などに摂せられる一切の事物と考えることも

可能である。事智の第7項目「加行」を参照。

（3）この智は事智の項目として述べられているが，言葉で直接示されているものは菩
薩の智である。註(1)参照。

（4）道智の項目の第2項（Ⅱ-2）「声聞道を知る道智」のことである。

（5）この「有の辺を断ずる証得の類」は声聞の証得すべきものであるので，「声聞の

証得の類」である。

（6）この智は事智の項目として述べられているが，言葉で直接示されているものは菩
薩の智である。註(1)参照。

（7）この「寂静の辺を断ずる証得の類」は慈悲の少ない声聞にはあり得ないので，
「大乗の証得の類」である。

（8）果の般若波羅蜜のことで，究寛の智である。

（9）これは事智，即ち小乗の証得の類，を直接示しているからである。

（10方便とは大悲の具体的な現れであるから，方便を有しないことは大悲を有しない

ことになる。

(1D事智の第5項目として説かれるもの。

（13事智の第6項目として説かれるもの。

(13タルマリンチェンによれば，所対治分と能対治分の事智の区別は事智自身が殊勝

な慈悲と智慧によって把握されているかどうかによってなされる。詳しくは拙著p
134,273参照。

（14所対治分・能対治分の二つの事智を知った後，能対治分の事智を獲得するための

菩薩の加行が説かれる。

（13タルマリンチェンと同様の定義である。ここに説かれる加行が菩薩のものである

ことについては，拙著pp.134-135,273-274参照。註(1)参照。

（10タルマリンチエンによれば，以下の10を，(1)～(4)は対境(5)～(7)は自性，(8)～(9）

は作事，⑩は能知の唯例によるものとして四つに分ける。拙著p.135参照。

(1ガ能証(sgrubbyed)あるいは証因(rtags)と同じ意味である。

(13以下の命題に対しても，主題（有漏の所依と結合したもの）と所立（諦としての

無）は同じである。

（19菩薩の加行は平等性によって修習されるべきであるから，続いて加行の平等性が

説かれる。

"Onoda(1983)はdbyenaとなっているが，他の版やダルマリンチェンの定義を

参照してdbyebaとする。

21）有境とは境を捉える識のことである。

⑫続いて，加行の修習の結果である見道が説かれる。

燭夕ルマリンチェンと同様の定義であるが，彼は，智と見によって越えられるべき

ものとしての声聞・独覚の見道がここで間接的に説かれていることを付言している。
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拙著p137参照。

“無常など四諦の十六行相と関連づけながらも，その内容は声聞・独覚のそれとは

大いに異なっている。詳しくは拙著pp136-137参照。

燭相智・道智・事智の三つに対して自在となるためにそれらすべての行相を修習し

ようとして，初めに三智の行相がまとめて説かれる。

”『二万五千頌般若経』に，無(asat)･等(samatn)･離(viveka)・不壊

(anavamardanTva)･無彼岸(apada)・虚空（豆k豆§a)･不可説(apravyahara)･無

名(anama)･不去(agamana)・無移(asamharya)･不滅(aksaya)・不生

(anutpatti)･無作(akaraka)･無知(ajanaka)･不到(asamkranti)･不失
(avinaya)･夢(svapna)・響(pratiSrutka)･影(pratibhasa)・陽炎(marTci)･幻
術(mHVH).不雑染(asamkleSa)・不清浄(avyavadana)｡不染(anupalepa)・無

戯論(aprapafica)･無念(amanana)･不動(acala)の二十七が説かれている。
Kimura(1990)pp1-3,拙著pp.137-138参照。

”『二万五千頌般若経』に，離負(viraga)･無等起(asthana)・寂滅("nta)･無

-(araga)･無愼(adoSa)・無痴(amoha)･無煩悩(nihkleSa)･無衆生
(nihsattva)･無断(apram"a)･無二辺(antadvayanupagama)･不壊(asambhi-

nna)・無取着(apar豆msta)・無分別(avikalpa)･無量(aprameya)・無執着

(asa'iga)･無常(anitya)・苦(duhkha)・空(Snnya)･無我(anatman)･無相
(alaksana)･内空(adyatma§nnyata)･外空(bahirdhaSnnyata)･内外空(adhya-

tmabahirdh豆§Unyata)･空空(Snnyat誌nnyata)・大空(mah誌Ⅱnyata)・勝義空

(paramRrthaSnnyata)・有為空(samskrta§nnyata)･無為空(asamskrtaSnnyata)･
畢寛空(atyantagnnyata)･無際空(anavaragaSnnyata)･無散空(anavakara-

Snnyata)･本性空(prakrtiSnnyata)・一切法空(sarvadharmaSnnyata)･自相空
(svalaksanaSrinvata)･不可得空(anupalambhaSnnyata)・無自性空(abhavasva-

bhavaSnnVata)の三十六が説かれている。Kimura(1990)pp.3－5,拙著pp.137-138

参照。

⑱いわゆる三十七菩提分法である。

⑳Onoda(1983)p.41はlusdranpanyergzhag/tshorbadranpanyergzhag/

semsdranpanyergzhag/chosdranpanyergzhagrnamssuyodpa'iphyir/yang

dagspongbabzhiyodde/の部分が脱落している。

"三つの化作道と五つの現法に安住する道を順に合わせると八解脱となる。つづく

出世間道の九は九次第定である。拙著p.185註⑫参照。

61)十八不共仏法は一般には仏に特有の十カ．四無畏・三念住・大悲の十八を言うが

ここでは以下に述べられるような項目を指す。

⑫『蔵漢大辞典」によれば，身無失誤は如来の十八不共法の一つで，声聞などは

身・口・意によって業を造作し過失があるが，仏陀にはそのようなことはない。

63この地の範眺lは相智に関するものだけについて述べられたものであろう。

“三智の行相の後，それらを修習する加行が説かれる。

田次に加行の功徳が説かれる。加行の功徳を先に見ておけば，加行がよく修習され
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るからである。

“大利益とは仏陀と離れないこと，大果とは仏陀たること，大功徳とは善趣に生ま

れること，大異熟とは利他に入ることである。

㈱次に加行の過失が説かれる。それらの障害を除去することにより加行を修習すべ
きであるからである。

63詳細は拙著pp.141-143参照。

6，加行の功徳を取得し過失を捨することにより加行が修習されるべきであるが，そ

れにはまず加行の相（特質）が知られるべきである。加行の相は道の般若波羅蜜で

ある。本論の初めにおいて，般若波羅蜜は名目上，自性・典籍・道・果の四つに分

けられる。

㈱智の相は三智の加行を表示するもので，三智それぞれに-'一六ある。殊勝の相は声

聞・独覚の加行より勝れたものであることを表示するもので，四諦それぞれに四つ

ある。作用の相は利他を成就する殊別された作用を伴った加行を表示するもので，

事智に関して三つ，道智に七つ，相智に一つある。自性の相は加行の所相であり，

事智に四つ，道智に五つ，相智に七つある。詳しくは拙著pp.143-148参照。
‘1）次に善根が異熟した所依の心相続に加行が生ずる順序のままにその階位が説かれ

る。まず，三阿曽祇劫に亘る正覚道の初めとして順解脱分が説かれる。

⑫法現観とは資糧道における現観で，聞所成慧によるものである。

㈹タルマリンチェンは信・精進・憶念・三昧・般若の五つの善巧に分ける。詳しく

は拙著p.149参照。

“続いて相続を熟させる道が生ずる階位である順決択分が説かれる。

⑮Onoda(1983)p48のこの箇所の「skabs'dirdngossubstanpa'i(この箇所で直
接説かれる)」は不要であると思われる。

“義現観とは加行道における現観で，思と修所成慧によるものである。

㈱ダルマ}ノンチェンは媛・頂・忍・世第一法にそれぞれ下・中・上品があって合計

十二とする。

“次に順決択分に依拠して殊勝な現観が相続に生ずることにより無上の覚りへの流

れから退転しない者となることが説かれる。

㈹タルマリンチェンは，加行道では利根の菩薩，見道では中根の菩薩，修道では鈍

根の菩薩がこの徴相を獲得するが，その徴相はそれぞれ順に二十，十六，七つであ

るとする。詳しくは拙著pp.150-153参照。

“次に果である三身（法身・受用身・変化身）を獲得するための修道の最終段階が

説かれる。その中，まず法身の因として，有と寂静（輪廻と浬梁）の平等性の加行

が説かれる。

61）三清浄地とは第八・九・十地である。

63次に受用身の因として，仏国土清浄加行が説かれる。

63次に変化身の因として，方便善巧の加行が説かれる。

刷三智の相等覚加行の獲得には修習が増上となって最勝究寛の証得が生ずることが

必要であるから，頂加行が説かれる。
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田頂加行獲得の徴ｷ'1などを知ればその理解が容易となるから，最初に徴相などが説

かれる。徴相は大乗の加行道の最初の媛位である。

㈱十二の徴相については拙著p.156参照。

㈱頂加行に住する菩薩は次いで十六の増大の本性を独得する。それは大乗の加行道

の頂位である。

田十六の増大については拙著pp.156-157参照。

剛次に菩薩は堅固さを獲得する。それは大乗の加行道の忍位である。

⑳次いで菩薩は心安住に至る。それは大乗の加行道の世第一法位である。

61）菩薩は心安住の直後に見道を獲得するから，次に見道が説かれる。

㈹タルマリンチェンによれば，見道の根本とは見所|断の分別を苦法智忍の一刹那で

断ずることで，後得とはその後に獅子奮迅の三昧に入って縁起を順と逆に観察する

ことである。γ""7Gpp.507-509参照。

㈹修道の直後に無間頂加行がある。これは相続の究寛の刹那の無間三味であり，直

後に仏陀たることに至る。

“無間頂加行が生ずるためにはその障害を除去する必要がある。その障害が誤認で

ある。

㈱頂加行を獲得した菩薩は，その修したものをさらに堅固にするために，同じ三智

のすべての行相を修習の次第のままに修習することが必要であるから，次に次第加

行が説かれる。ここでは一つにまとめて説かれているが，七-|義の項目としては十

三に分けられる。

㈹次第加行の修習が究寛に至った刹那は殊勝な刹那であり，特に別立されて一刹那

加行と言われる。この直後に法身を獲得するのである。

㈱肯定的遍充は「･…･･であれば必ず……である」という肯定的必然関係である。こ

れに対して否定的遍充（随伴）は「・….がなければ必ず……が起こらない(med

nami'byungngespa)」という否定的必然関係である。

63－刹那加行を修した直後の刹那に法身が生ずる。法身は自性身などの四つに分類

される。本性として自性身と別ではないが，世俗として別に設定されるのである。

6’「如所有」とは「あるがまま」であり、「甚深(zabche)」と相応し，「尽所有」

とは「あらん限り」であり，「広大(rgyache)」と相応する。拙著p.283註(3)参照。

(700noda(1983).p.57はrgyurgyurとなっているが,rgyudとすべきであろう。

『1）二十七の作用については拙著pp.170-171参照。

⑫八句義のそれぞれの項目の数を列挙したもので，合計が七十となる。
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